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まず熱安定性であるが，固定化UK は450C ， 8 時間のインキュベーションにおいて50%の残存活性を
示したが，遊離UK は 3 時間で活性が消失した。固定化UKの方が熱安定性が高いということは，固
定化されることにより， UKの rigidity が増大し，従ってコンホメーションの変化を受けにくくなった
ものと解釈される。次に阻害剤に対する安定性であるが生体内阻害物質である human p1acenta1 U K 






固定化UKの抗血栓性を in vitro および、m VIVO において評価した。 i白n vitro の評価においては
Cαhamd剖1e町r法に従いル一フ





料は ln VIVO においても優れた抗血栓性を示すとともにその作用は局所的で安定性においても優れてい
ることが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本論文はウロキナーゼの線溶活性を利用して，本酵素を担体結合性により固定化し，実用可能な抗血
栓性医療材料の作成に成功したもので薬学博士の称号を授与するに値するものである。
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